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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第３区分
【発行日】平成24年2月16日(2012.2.16)

【公開番号】特開2010-154244(P2010-154244A)
【公開日】平成22年7月8日(2010.7.8)
【年通号数】公開・登録公報2010-027
【出願番号】特願2008-330382(P2008-330382)
【国際特許分類】
   Ｈ０４Ｎ   1/40     (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ   1/04     (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ   1/10     (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ   1/107    (2006.01)
   Ｇ０６Ｔ   1/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０４Ｎ   1/40    　　　Ｆ
   Ｈ０４Ｎ   1/04    １０６Ｚ
   Ｈ０４Ｎ   1/10    　　　　
   Ｇ０６Ｔ   1/00    ４５０Ｂ

【手続補正書】
【提出日】平成23年12月21日(2011.12.21)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　原稿が載置された原稿台を読み取った原稿台画像から、上記原稿の原稿画像を出力する
画像処理装置において、
　上記原稿台画像に含まれる複数の画像領域を抽出する画像抽出手段と；
　上記抽出された複数の画像領域のそれぞれが文字で構成されることを示す特徴を具備す
るか判別する判別手段と；
　上記判別手段が上記複数の画像領域の少なくとも１つが上記特徴を具備すると判別した
場合には、上記原稿は１枚であるとして上記複数の画像領域を包含する矩形領域を原稿画
像であると判断し、上記複数の画像領域のいずれもが上記特徴を具備しないと判別した場
合には、上記原稿は複数枚であるとして上記複数の画像領域それぞれを原稿画像であると
判断する判断手段と；
　上記原稿画像を出力する出力手段と；
　を有することを特徴とする画像処理装置。
【請求項２】
　請求項１において、
　上記判別手段は、上記複数の画像領域それぞれの各辺のエッジ部分が文字の一部によっ
て構成されている場合に、上記画像領域が文字で構成されることを示す特徴を具備すると
判別することを特徴とする画像処理装置。
【請求項３】
　請求項２において、
　上記判別手段は、上記複数の画像領域それぞれの向かい合う辺のエッジ強度を示すヒス
トグラムの分布の相関値を算出し、それぞれの相関値の平均が所定の閾値以上である場合



(2) JP 2010-154244 A5 2012.2.16

に各辺のエッジ部分が文字の一部によって構成されていると判別することを特徴とする画
像処理装置。
【請求項４】
　請求項３において、
　上記判別手段は、さらに、上記複数の画像領域の個々の大きさに応じて、上記閾値を変
化させることを特徴とする画像処理装置。
【請求項５】
　請求項３において、
　上記判別手段はさらに、上記複数の画像領域の個々の幅と高さとの比に応じて上記閾値
を変化させることを特徴とする画像処理装置。
【請求項６】
　原稿が載置された原稿台を読み取った原稿台画像から、上記原稿の原稿画像を出力する
画像処理方法において、
　上記原稿台画像に含まれる複数の画像領域を抽出する画像抽出工程と；
　上記抽出された複数の画像領域のそれぞれが文字で構成されることを示す特徴を具備す
るか判別する判別工程と；
　上記判別工程で上記複数の画像領域の少なくとも１つが上記特徴を具備すると判別され
た場合には、上記原稿は１枚であるとして上記複数の画像領域を包含する矩形領域を原稿
画像であると判断し、上記複数の画像領域のいずれもが上記特徴を具備しないと判別され
た場合には、上記原稿は複数枚であるとして上記複数の画像領域それぞれを原稿画像であ
ると判断する判断工程と；
　上記原稿画像を出力する出力工程と；
　を有することを特徴とする画像処理方法。
【請求項７】
　請求項６において、
　上記判別工程は、上記複数の画像領域それぞれの各辺のエッジ部分が文字の一部によっ
て構成されている場合に、上記画像領域が文字で構成されることを示す特徴を具備すると
判別することを特徴とする画像処理方法。
【請求項８】
　請求項６に記載の画像処理方法の各工程を、コンピュータに実現させるためのプログラ
ム。
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　本発明の画像処理装置は、原稿が載置された原稿台を読み取った原稿台画像から、上記
原稿の原稿画像を出力する画像処理装置において、上記原稿台画像に含まれる複数の画像
領域を抽出する画像抽出手段と、上記抽出された複数の画像領域のそれぞれが文字で構成
されることを示す特徴を具備するか判別する判別手段と、上記判別手段が上記複数の画像
領域の少なくとも１つが上記特徴を具備すると判別した場合には、上記原稿は１枚である
として上記複数の画像領域を包含する矩形領域を原稿画像であると判断し、上記複数の画
像領域のいずれもが上記特徴を具備しないと判別した場合には、上記原稿は複数枚である
として上記複数の画像領域それぞれを原稿画像であると判断する判断手段と、上記原稿画
像を出力する出力手段とを有することを特徴とする。
 
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
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【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　また、本発明の画像処理方法は、原稿が載置された原稿台を読み取った原稿台画像から
、上記原稿の原稿画像を出力する画像処理方法において、上記原稿台画像に含まれる複数
の画像領域を抽出する画像抽出工程と、上記抽出された複数の画像領域のそれぞれが文字
で構成されることを示す特徴を具備するか判別する判別工程と、上記判別工程で上記複数
の画像領域の少なくとも１つが上記特徴を具備すると判別された場合には、上記原稿は１
枚であるとして上記複数の画像領域を包含する矩形領域を原稿画像であると判断し、上記
複数の画像領域のいずれもが上記特徴を具備しないと判別された場合には、上記原稿は複
数枚であるとして上記複数の画像領域それぞれを原稿画像であると判断する判断工程と、
上記原稿画像を出力する出力工程とを有することを特徴とする。
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